
河
川
運
輸
に
よ
る
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開

‐
―

享

保

・
明

和

期

を

分

析

の

対

象

と

し

て
―
―

田

文田

近
世
中
期
以
降
に
お
け
る
関
東
農
村
史
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
は
量
的

ハ
ー
）

に
み
て
け
っ
し
て
少
な
く
は
な
い
。
だ
が
、
関
東
農
村
を
江
戸
と
の
関
連

で
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、昭
和
二
五
年
、古
島
敏
雄
氏
が

「関
東

農
業
は
江
戸
の
商
品
に
対
す
る
需
要
に
よ
っ
て
直
接
影
響
せ
ら
れ
る
こ
と

が
少
く
、
農
業

（
生
後
の
発
展
に
裏
づ
け
ら
れ
た
積
極
的
な
農
民
階
層
の
分

化
を
み
せ
な
か
っ
た
」
と
の
べ
、
関
東
農
村
の
特
色
と
し
て
生
産
力
の
低

さ
と
、
江
戸
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
近
世
中
期
以
降
に
お

け
る
関
東
農
村
の
研
究
掃
一点
紅
ム
江
戸
地
廻
り
除
瀧
」
ヶ
究
明
ナ
い
う
面

か
ら
深
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
児
玉
彰
三
郎
氏
は
、
享

保
期
以
降
、
江
戸
と
北
武
蔵
野
農
村
を
む
す
ぶ
新
河
岸
川
舟
連
の
も
た
ら

す
商
品
流
通
を
段
階
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
、　
こ
こ
で
、
「江
戸
地

廻
り
経
済
」
に
関
規
り
河
川
一違
輸
か
重
要
な
動
脈
の
役
割
を
は
た
す
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

児
玉
氏
の
ほ
か
に
も
、
関
東
の
河
川
運
輸
出
商
品
流
通
の
展
開
を
追
求

し
た
い
く
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
は
犯
。
し
か
し
ヽ
そ
れ
ら
の
論
文

の
多
く
は
さ
き
の
古
島
氏
の
示
唆
か
ら

「江
戸
地
廻
り
経
済
」
の
発
展
を

低
く
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
享
保

・
明
和
（蛇
に
つ
い
て
は
、
そ

の
具
体
的
な
分
析
と
評
価
が
い
ま
だ
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
革
保

・
明
和
期
と
い
え
ば
、
議
内
農
村
で
は
す
で
に
農
民

的
商
品
経
済
が
領
主
的
商
品
経
済
と
対
抗
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
た
。

嬢
舟
，
確
却
的
姫
韓
醜
翔

つ す
韓
晩
”
取
れ
う っ
韓
韓
頗
却
坤
醜
一
つ 質
卯

工 な
韓

ッ
ク
を
な
す
享
保

・
明
和
期
に
お
い
て
、
関
東
農
村
の
生
産
力
が
先
進
地

畿
内
農
村
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
幕

藩
制
社
会
の
構
造
的
特
質
が
注
目
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
関
東
農
村
を
発
展

的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

卿
殊
弾
泰
顛
印
山
市
舛
屯
脚
締
勢
の
中
帥
却
萌
お
静
範
鞭
申
鞭
却
韓
購
響

手
段
と
し
て
成
立
し
た
関
東
の
河
川
運
輸
機
構
の
動
括
を
指
摘
す
る
も
の

も
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
だ
が
、
両
氏
で
す
ら
商
品
生
産

・
流
通
の
具
体

(41)

は

じ

め

〔こ

勉
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的
な
分
析
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
者
の
関
心
に
留
意
し
て
、
利
根
川
系

沿
岸
の
古
河

・
境
の
両
河
一岸
を
め
ぐ
る
商
品
流
通
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

享
保

・
明
和
期
の
両
河
岸
と
江
戸
を
む
す
ぶ
河
川
運
輸
を
媒
介
と
す
る
商

品
流
通
か
、
ど
の
よ
う
た
一様
相
と
規
模

・
性
格
を
も
っ
て
い
た
か
を
検
「討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
筋
茅
的
な
展
開
を
み
せ
る

一‐江
戸
地

廻
り
経
済
」
圏
の
成
立
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
古
河
河
岸
は
渡
良
瀬
川
に
そ
い
、
中
利
根
川
と
の
合
流
点
に
近

接
し
て
、
江
戸
へ

「
川
道
法
廿
三
里
羊
」
の
位
置
に
あ
た
る
。
境
河
岸
は

古
河
河
岸
よ
り
五
里
ほ
ど
下
流
の
中
利
根
川
ぞ
い
の
江
戸
川
と
の
分
流
点

車河「位葬中才一中一韓葬守一殺中韓「一，中一一中『力ヽ“こ河中中中抑一

も
に
、
幕
初
以
来
か
ら
の
重
要
な
河
岸
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註
（
１
）

一
九
五
七
年
度
ま
で
の
調
査
で
あ
る
が
、　
都
立
大
学
歴
史
研
究

室
編

「
江
戸
及
近
郊
農
村
関
係
文
献
目
録
」
を
参
紹
さ
れ
た
い
。

（
２
）
吉
島
敏
雄

「
商
業
的
農
業
の
展
開
」

令
社
会
構
成
史
大
系
』

日

本
評
論
社
刊
》
、　
そ
の
後

一
九
六
二
年
、
コ
近
世
日
本
農
業
の
震

開
』
（東
大
出
版
会
刊
）
所
収
。

（
３
）
北
島
正
元
氏
は
「
関
東
地
廻
り
経
済
」
と
区
別
し
て
、
関
東
農
村

が
江
戸
と
結
び
つ
い
て
発
展
す
る
「
江
戸
地
廻
り
経
済
」
を
提
言

し
て
い
る

（「
関
東
近
世
史
研
究
会
会
報
」
ｍ
２
）
。

（
４
）
児
玉
彰
二
郎

「
近
世
後
期
に
お
け
る
商
品
流
通
と
在
方
商

人
」

翁
歴
史
学
研
究
」
三
七
三
号
）
。

渡

・
一
水
木

・
吉
河

・
七
里
渡

・
符
川

。
松
戸

・
厩

橋

・
河

俣

・
高
和
国

・
房
川
渡

・
関
宿
之
内

・
神
崎

・
市
川

・
工
料

・
粟

橋

・
小
見
川
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、　
以
下
の
行
論
宇
、

特
註
の
な
い
史
料
に
す
べ
て
井
上
家
文
書
で
あ
る
。

（‐３
）
地
方
史

研
究
協
一議
会
編

『
日
本
産
業
史
大
系
　
関
東
地
方
篇
直

（東
大
出
版
会
刊
）
の
付
図
に
よ
る
。

中
一　
河
川
運
輸
に
よ
る
商
品
流
通
の
拡
大

元
禄

・
正
徳
期
に
お
け
る
古
河

・
境
の
両
河
岸
を
経
由
す
る
河
川
輸
送

品
の
年
間
数
量
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
古
河
河
岸
に
つ
い
て
は
、
正
徳
四

年
の
輸
送
品
に
対
す
る
船
問
屋
の
日
銭
徴
収
の

「覚
」
か
ら
、
品
目
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
輸
送
品
の
う
ち
商
品
と
思

わ
れ
る
も
の
の
種
類
は
多
く
な
か
っ
た
。
商
品
の
性
質
か
ら
わ
け
る
と
、

下
り
商
品
（江
戸
向
け
▼
は
穀
物

・
真
木

（薪
）
・
明
樽
が
記
さ
れ
て
い
る

に
と
ど
ま
り
、
北
関
東
告
一村
か
ら
江
戸
へ
供
給
さ
れ
る
物
品
は
乏
し
く
」商

品
生
産
の
未
成
熟
を
推
測
さ
せ
る
。
上
り
商
品
（
関
東
向
け
）
は
塩

・
油
・

酢
・酒
・醤
油
‘肴
な
ど
の
非
自
結
的
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、江
戸
に

対
す
る
北
関
東
農
村
の
経
済
的
依
存
も
低
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

事
保

口
明
和
期
に
入
る
と
、
古
河

・
境
の
両
河
岸
を
経
由
す
る
輸
送
品

の
年
間
数
量
も
史
料
的
に
判
明
す
る
。
古
河
河
岸
は
享
保

一
０
年

「
口
銭

書
付
」
に
よ
れ
ば
、
下
り
荷
物
が
俵
物
二
万
四
六
七
二
俵

・
荒
物
そ
の
他

四
四
五
駄
、
上
り
荷
物
が
七
五
二

一
駄
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
境
河

岸
に
つ
い
て
は
、
少
し
時
期
が
下
る
が
、
明
和
八
年
の
上
り

・
下
り
両
荷

（
１
）

物
で
二
〇
万
駄
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
河
岸
に
お
け
る
荷
物
の

（
５
）
児
玉
彰
二
郎
「
江
戸
周
辺
に
お
け
る
商
品
流
通
の
諸
段
階
」
合
歴

史
評
論
」

一
一
一
申し
。

（
６
）
北
関
東
の
河
川
運
輸
を
素
材
と
し
た
研
究
に
は
次
の
よ
う

な

も

の
が
あ
る
。

山
田
武
麿

「
利
根
川
平
塚
河
岸
に
お
け
る
幕
末
の
商
品
流
通
」

合
郡
馬
文
化
」
四
八
号
）
、
丹
治
鍵
蔵

「
利
根
川
舟
運
の
展
開
―

上
州
平
塚
河
岸
の
積
荷
を
め
ぐ
っ
て
―
」
令
歴
史
地
理
」
九
十
巻

百
じ
、
須
藤
清
市

「
越
名
馬
門
河
津
の
今
昔
」
合
下
野
史
学
」

十
四
号
）
、
手
塚
良
徳
「
近
世
板
戸
河
岸
の
研
究
」
令
下
野
史
学
」

十
四
号
）
、
日
中
昭

「
烏
川

・
利
根
川
の
水
運
（
上

・
下
ご

（「
群

馬
文
化
」
二
三
号
・
二
四
号
）
、
小
笠
原
長
和

「
利
根

。
江
戸
川

近
世
史
の
諸
問
題
」
令
地
方
史
研
究
」
三
七
号
》
。

（
７
）
字
保

・
明
和
期
と
は
構
造
的
特
質
を
同
じ
く
す
る

一
時
期
と

い

う
意
味
で
用
い
た
区
分
で
は
な
い
。　
小
稿
と
し
て
は
取
上
げ

る

時
期
を
享
保
か
ら
明
和
へ
展
開
す
る
過
程
に
用
い
て
い
る
。

（
８
）
市
場
問
題
か
ら
の
理
論
的
把
採

の
仕
方
に
つ
い
て
、　
津
田
秀
天

「
近
世
後
期
の
時
代
区
分
に
関
す
る
試
論
」
令
歴
史
学
研
究
」
二

六
〇
号
）
。

（
９
）
大
石
禎
二
郎
「
農
民
闘
争
よ
り
見
た
元
藤

・
享
保
―
明
和
期
に
つ

い
て
」
令
歴
史
学
研
究
」
二
六
〇
号
）
。

（１０
）
煎
本
増
夫

「
関
東
の
在
那
商
人
」
令
歴
史
学
研
究
」
二
七
工
号
）
。

（１１
）
川
名
登

「
関
東
に
於
け
る
河
岸
問
屋
株
の
成
立
」

令
地
方
史
研

究
」
六
二
・
三
合
併
号
）
。

（・２
）
井
上
家
文
書
。　
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
十
六
河
津
と
し
て
、　
白
キ

取
扱
い
量
は
境
河
岸
に
く
ら
べ
古
河
河
岸
が
や
や
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
江
戸
か
ら
古
河
河
岸

へ
輸
送
す
る
上
り
商
品
、
境
河
岸
か
ら
江
戸
ヘ

輸
送
す
る
下
り
商
品
を
中
心
に
、
商
品
流
通
の
展
開
を
検
討

し

て

み

よ

向
　
上
り
商
品

は
じ
め
に
、
上
り
商
品
に
つ
い
て
み
る
た
め
に
、
江
戸
か
ら
古
河
河
岸

へ
遡
行
中
難
船
し
た
上
り
捕
の
積
荷
を
し
め
そ
う
。

享
保

一
四
年
二
月

一
八
日

糠
二
〇

一
俵

・
繰
締
二

一
本

・
菅
笠
四
二
固

・
傘

一
〇
本

・
た
ば
こ

一
画

・
琉
久
四
固

・
夜
着

一
回

・
水
油

一
樽

・
千
物
四
国

・
桧
板

一

国

・
ろ
う
そ
く

一
箱

・
長
持

一
埠

。
そ
の
他
五
回

覚
延
三
年
四
月
二
五
日

様

一
一
〇
俵

・
斉
田
塩

一
七
〇
俵

・
酒
三
〇
樽

宝
暦
六
年
九
月

一
九
日

様

一
五
八
俵

・
塩

一
六
五
俵

・
杓
荷
三
固

・
砂
糖
三
回

安
永
二
年

榛
二
五
〇
俵

・
斉
田
塩
五
〇
俵

・
酒
〓
四
樽

・
油
二
樽

・
小
物
工
三

固
安
永
三
年
十
月

一
六
日

地
擦
八
〇
俵

・
塩
一
〇
〇
俵

・
酒
二
七
駄

・
酢
四
簿
・
太
物
三
七
日

・
綿
六
本

・
油

一
樽

・
灰
四
樽

。
さ
つ
ま
芋

一
三
俵

・
瓶
五
固
・
回

商
品
々
六
五
固

安
永
九
年
一
一
月
二
九
日
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酒
酢
三
五
駄

・
斉
田
塩
四
〇
俵

・
鳥
糞

十
三
俵

・
油
明
樽
二
〇
樽
ｆ

樽
固
類
品
々
八
四
品

こ
の
積
荷
か
ら
み
る
と
、
第

一
に
各
難
船
と
も
貢
租
や
武
家
の
荷
物
が

毅二っぃま議ぃ〕態、・庫・荷一設歎却め卯飾嘲ヽ
（て齢粍障。と囀・ゎ巾焼｝キ

の
日
常
必
需
品

。
嗜
好
品
、
大
物

・
綿

・
繰
綿
な
ど
の
衣
料
関
係
品
、
そ

の
他
雑
多
な
商
品
や
箇
荷
物
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
か
ら
輸
送
さ
れ
て
く

る
上
り
商
品
は
多
種
類
に
の
ぼ
り
、
こ
と
に
、
こ
の
う
ち
糠
が
大
量
に
北

関
東
に
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
古
河
河
岸
へ
の
輸
送
品
は
上
り
商
品
だ
け
に
限
ら
な
か
っ
た
。

安
永
三
年
、
古
河
河
岸
船
問
屋
が
幕
府
評
定
所
へ
提
出
し
た

「書
上
」
は

次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

一
、
江
戸
表
方
之
荷
物
、
様

・
塩

・
酒

・
油

・
英
外
諸
荷
物
古
河
舟

ニ

重

二
積
登
り
、
古
河
船
居
合
不
申
候
節

ハ
、
江
戸
表
間
屋

二
而
何
れ

之
船

二
而
も
雇
為
積
登
候
段
申
上
候
事

一
、
関
宿
方
粕

・
千
加
積
参
候
段
申
上
候
事

一
、
京
都
方
奥
筋

へ
通
り
候
呉
服
荷
、
三
度
飛
脚
廻
し
二
而
倉
賀
野
河

岸
方
古
河
河
岸

へ
積
参
候
、
尤
多
美
粉
等
も
積
参
候
得
共
、
古
河
町

商
人
共
荷
物

二
有
之
段
申
上
候
事

一
、
栃
本
方
荒
物
積
参
候
、
部
屋

・
新
波

・
乙
女

・
女
沼

・
網
戸
、
一此

河
岸
々
々
方
も
不
時

二
荷
物
参
候
段
申
上
候
事

一
、
佐
野
越
名
河
岸
才
炭

・
荒
物
類
積
参
候
段
申
上
候
事

右
之
外

二
も
、
所
本
方
不
時
積
参
候
儀
有
之
、
送
状

二
舟
賃
付
有
之
分

者
、
十
分

一
と
申
、
舟
賃
壱
貫
文
付
五
拾
文
ツ
ツ
之
河
岸
銭
取
候
、
尤

先
々
方
積
参
候
船
、
戻
り
荷
物
積
入
候
義
無
御
座
旨
申
上
侯
事

こ
の
史
料
を
要
約
し
て
し
め
す
と
、
第

一
図
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
江
戸
か
ら
北
関
東
農
村
に
輸
送
さ
れ
る
糠

・
塩

・
油

・
酒
な
ど
の
商

品
は
、
い
ず
れ
も
す
で
に
み
た
難
船
の
積
荷
と
ほ
ぼ
同
様
の
品
目
で
、
江

戸
川

・
中
利
根
川

・
渡
良
頼
川
を
遡
行
し
て
古
河
河
岸
ま
で
輸
送
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
子
賜

・
〆
粕
に
つ
い
て
は
関
宿
よ
り

「積
参
候
」
と
の
ベ

（てい
る
が
、
こ
れ
ら
の
金
肥
は
近
世
中
期
頃
か
ら
え
十
九
里
浜

で
生
産

さ
れ
、
高
頼
船
が
下
利
根
川
を
遡
行
し
て
関
宿
に
集
荷
し
、　
一
部
は
こ
こ

か
ら
江
戸
へ
、　
一
部
は
古
河
河
岸

へ
輸
送
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
京

都
か
ら
奥
州
方
面
へ
送
ら
れ
る
呉
服
類
は
三
度
飛
脚
が
中
仙
道
を
倉
賀
野

河
岸
ま
で
輸
送
し
、
こ
こ
か
ら
舟
運
で
上
利
根
川
を
下
っ
て
古
河
河
岸
に

陸
揚
し
、
日
光
街
道

・
奥
州
街
道
へ
と
継
送
さ
れ
た
よ
う
す
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
倉
賀
野
河
岸
か
ら
は
た
ば
こ
、
栃
木
河
岸
か
ら
は
巳
渡
川
を
下

っ
て
荒
物

・
炭
な
ど
が
古
河
河
岸

へ
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
接
し

た
部
屋

・
新
波

・
乙
女

・
女
沼

・
網
戸
の
五
河
岸
か
ら
も
、
ず
い
じ
輸
送

さ
れ
る
商
品
の
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
事
保
か
ら
明
和
に
か
け
、
古
刊
河
岸
へ
輸
送
さ
れ
た
商
品
は
そ

の
多
様
化
か
ら
み
て
、
北
関
東
農
村
に
お
け
る
経
済
的
需
要
が
拡
大
し
て

き
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
江
戸
か
ら
の
様

・
灰

・
鳥
糞
、
九
十
九
里
浜
か
ら
の
干
賜

・
〆
粕
な
ど
の
金
肥
は
、
享
保
以
降
、

新
た
に
河
川
輸
送
の
中
心
的
商
品
と
し
て
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
散

見
す
る
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
金
肥
の
う
ち
、
様
は
き
わ
め

て
大
量
で
、
千
賜

・
〆
粕

・
灰

・
鳥
糞
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
北
関
東
農
村
に
お
け
る
農
美
生
産
が
糠
を
媒
介
に
し
て
江
戸
と
な

第 1図 古 河河岸の移ス、商品と移出元河岸
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(46)(47)

（
う
）

す
び
つ
い
て
展
開
し
は
じ
め
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

口
　
下
り
商
品

次
に
、
古
河

・
境
の
両
河
岸
か
ら
江
戸
へ
輸
送
さ
れ
る
下
り
商
品
に
つ

い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

寛
延
元
年

一
〇
月
二
二
日
夜
、
古
河
河
岸
か
ら
江
戸
へ
下
る
高
顔
船

一

隻
が
途
中
で
難
船
し
た
が
、
そ
の
時
の
積
荷
に
は

「
出
多
葉
粉
弐
百
九
拾

固

・
酒
弐
拾
樽

・
麻
三
固
・
炭
八
百
五
拾
八
俵
・
柳
五
拾
束
・
味
噌
弐
樽
・

杉
板
五
拾
東
」
と
あ
り
、
下
り
商
品
が
多
様
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
安
永
三
年
、
古
河
河
岸
姶
問
屋
が

「古
河
町
十
二
才
之
市
日

二
而
米

・
大
豆
之
類
、
佐
野

・
小
山

・
栗
橋

・
幸
手

・
権
現
堂

・
粕
壁

・

越
ケ
谷

・
境

・
関
宿
杯
之
商
人
罷
越
買
申
候
」
と
の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
み
て
、
市
日
に
近
在
か
ら
古
河
町
に
集
荷
さ
れ
た
主
穀
、
雑
穀
類
は
こ

戸
方
面
に
む
か
う
中
利
根
川

・
江
戸
川
な
ど
の
河
岸
高
人
に
よ
っ
て
多
く

購
入
集
荷
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
江
戸
へ
む
け
て
さ
ら
に
輸
送
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
境
河
岸
の
河
岸
問
屋
小
松
原
（定
の
取
扱
っ
た
下
り
船
の
積
荷

を
み
て
み
よ
う
。
享
保

・
明
和
期
で
、
積
荷
が
判
明
す
る
の
は
、
元
文
二

年
八
月
六
日
よ
り
翌
三
年
五
月
二
四
日
ま
で
の
約
十
力
月
間
と
、
明
和
六

年
八
月

一
一
日
よ
り
翌
七
年
四
月

一
四
日
ま
で
の
約
八
カ
月
間
で
あ
る
。

前
者
を
元
文
二
年
度
、
後
者
を
明
和
六
年
度
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
両

年
度
と
も
ニ
カ
年
間
の
積
荷
は

不
明
だ
が
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
推

競
れ
鞭
本
卵
れ
い
依
競
一
殉
ｒ
”
殺
○
（二昨
班
〕
射
中
櫛
郷
”
聯
姉
巾
や
櫛

物
が
二
四

一
四
働
、
乗
合
客
が
二
０
七
人
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
】

一
カ
年

間
の
積
荷
は
ニ
カ
月
分
増
と
み
て
、
商
品
が
約
三
万
三
〇
〇
〇
団
、
武
家

荷
物
が
約
二
九
〇
〇
固
、
乗
合
客
が
約
二
五
〇
人
と
算
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
明
和
六
年
度
の
八
カ
月
間
の
積
荷
は
、
商
品
と
思
わ
れ
る
荷
物
が

二
万
九
八

一
七
固
、
武
家
の
荷
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が

一
八
八
九
回
、
乗

合
客
が
二
〇
〇
四
人
で
あ

っ
た
。
同
じ
よ
う
に
計
算
す
れ
ば
、　
一
カ
年
間

の
積
荷
は
四
カ
月
分
増
と
み
て
、
商
品
が
約
四
万
五
〇
〇
〇
回
、
武
家
荷

物
が
約
二
八
〇
〇
固
、
乗
合
客
が
約
二
〇
〇
〇
人
と
な
ろ
う
。
元
文
二
年

度
か
ら
明
和
六
年
度
に
か
け
、
積
荷
の
う
ち
、
商
品
荷
は
二
五
％
強
の
増

翻
ギ
攻
家
荷
は
四
％
弱
の
減
少
、
乗
合
客
は

一
二
倍
の
増
加
、
と
な
っ
て

い
る
。
商
品
荷
は
武
家
荷
よ
り
大
量
で
あ
り
、
す
で
に
積
荷
の
中
心
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
商
品
荷
は
さ
ら
に
増
大
す
る
傾
向

を
し
め
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
積
荷
の
う
ち
商
品
荷
だ
け
抜
き
出
し
た
第

一
表
か
ら
両
年
度
に

お
け
る
商
品
の
種
類
と
数
量
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
品
目
別
の
量
的
な

比
率
を
み
る
と
、
元
文
二
年
度
は
読
菜
類
が
全
商
品
の
一
九

・
九
％
を
し

め
て
ト
ッ
プ
に
た
ち
、
つ
い
で
、
た
ば
こ
・
職
漆
類

・
穀
類

・
林
産
物
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
％
台
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
合
計
す
る

と
、全
商
品
の
六
五
％
を
占
め
、代
表
的
な
江
戸
移
出
品
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
明
和
六
年
度
に
な
る
と
、
や
は
り
読
菜
類
の
ト
ッ
プ
は
変
ら

な
い
が
、
そ
の
比
率
は
全
商
品
の
四
二

・
一
％
に
急
増
し
た
。
元
文
二
年

度
に
一
〇
％
台
に
あ
っ
た
摘
品
は
す
べ
て
七
、
八
％
に
比
率
が
低
下
し
た
。

元
文
二
年
度
に
、
流
葉
類
は
江
戸
へ
供
給
さ
れ
る
主
穀

・
雑
穀
類
と
ほ
ぼ

同
じ
数
量
で
あ
つ
た
が
、
明
和
六
年
度
に
な
る
と
大
き
く
う
わ
ま
わ
っ
て

第 1表  下 り商品内訳表

年明

260

87

1567

225

数 量 パーセン ト月動 数量

7 4

2 . 3

計: |
58

12

92

309

133

553
景1 雪聾°・
1 読 実 類

品
1 玉
 子

た ,ゴ こ 79

0 . 3

2 5

主
要
な
江
戸
移
出
品
と
な
っ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
読

菜
類
の
増
大
は
全
商
品
の
数
量

が
増
加
し
、
ま
た
数
量
が
増
加

し
て
い
る
の
に
比
率
の
低
下
し

て
い
る
品
目
も
あ
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
す
れ
ば
、
急
激
な
増
加

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で

は
、
こ
の
よ
う
な
急
増
を
み
せ

る
読
葉
類
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
そ
の
種
類
と
数
量
を
第

二
表
に
し
め
し
た
。
読
菜
類
と

し
て
一
括
し
た
も
の
の
な
か
で

は
、
両
年
度
と
も

「蓮
根
」
と

「午
房
」
の
二
品
で
九
〇
％
余

を
し
め
、
▼て
の
他
は
生
鮮
野
菜
・

季
節
野
菜

・
果
実

な
ど

で
あ

る
。
だ
か
ら
、
江
戸
へ
供
給
す

る
商
品
荷
の
う
ち
、
卓
越
し
た

比
重
を
も
つ
よ
う
に
な
る
流
菜

類
と
は
、
「蓮
根
」
と

「午
房
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
元
文
二
年
か
ら
明
和

六
年
に
か
け
る
下
り
商
品
の
全

2699

註 (1 )単 位はすべて固に換算 した。但り茶のみは本数である。

(2)「 月平均数量Jは 表示以下の数字を切捨。

(3)「 月平均数量」の計は 「数量」の計より算出した。

(4)元 文 2年 ・明和 6年 「大福帳」(小松原家文書)に よる。
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6  年一充

一
〕駆ミ讐
、

ぼ

も

卜革 、

般
的
動
向
を
指
摘
し
て
お
く
た
め
に
、
第

一
表
を
要
約
し
た
第
二
表
を
み

よ
う
。
畳
的
に
増
加
を
し
め
す
も
の
は
、
読
菜
類
に
つ
い
で
、
真
綿

・
綿

・
綿
ネ

・
木
綿

・
絹
糸

・
絹

・
麻

・
麻
糸

・
太
物

・
古
着
な
ど
の
衣
料
関

係
品
、
塗
物

・
木
細
工

・
材
木

・
薪
な
の
林
産
関
係
品
が
あ
る
。
ほ
か
に
、

ど
量
的
に
少
な
い
が
、
銅

・
銅
鉄
製
の
鉱
産
関
係
品
、
粕
な
ど
の
肥
料
、

酒

・
醤
油
、
酢
な
ど
の
醸
造
品
、
鶏
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
。
お
も
に
、
読

菜
類
と
工
産
物
の
原
料
品

・
加
工
品
で
あ
る
。
量
的
に
さ
し
て
変
化
は
な

く
恒
常
化
し
て
い
花
な
ど
の
染
玉
子

・
茶

・
油
な
ど
の

ほ
か
、
紫
根

・
紅
る
も
の
に
、
料
が
あ
る
。
量
的
に
減

少
し
て
い
る
の
は
、
米

・
餅
米

・
麦
な
ど
の
穀
類
、
大

豆

・
小
豆

・
角
豆
な
ど
の
豆
類
、
た
ば
こ
、
戦

・
漆
で

あ
る
。

享
保

・
明
和
期
に
江
戸
へ
輸
送
さ
れ
た
下
り
商
品
荷

は
品
目
が
多
種
類
と
な
り
、
全
体
的
に
数
量
も
増
大
の

一
途
を
た
ど
つ
て
い
た
。
と
く
に
、
下
り
商
品
は
読
菜

類
の
急
増
を
軸
と
し
て
、
衣
料
関
係
品
に
代
表
さ
れ
る

工
産
物
の
原
料
品

・
加
工
品
の
増
加
が
、
主
穀

・
雑
穀

類
の
減
少
に
と
っ
て
か
わ
り
つ
つ
あ

つ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
か
で
き
よ
う
。

享
保

・
明
和
期
に
お
け
る
上
り

・
下
り
輸
送
品
の
増

大
は
、
商
品
が
圧
倒
的
部
分
を
し
め
る
よ
う
に
な
り
、

な
か
で
も
上
り
商
品
の
肥
料

・
下
り
商
品
の
読
菜
類
が

利
根
川
舟
運
の
中
心
に
な
っ
て
さ
さ
え
て
い
た
の
で
あ

とつ
。

註
（
１
）
川
名
登

「
関
東
に
於
け
る
河
岸
間
屋
株
の
成
立
」

∩
地
方
史
研

究
」
六
二
・
三
合
併
号
）
。
な
お
、
河
津
の
取
扱
い
荷
物
量
は
、

元
藤
十
四
年
十

鬼
怒
川
板
戸
河
津
二
万
三
二
九
四
駄
、
手
塚
良

徳

「
近
世
板
戸
河
岸
の
研
究
」
合
下
野
史
学
」
十
四
号
）
、
明
和

八
年
十
上
利
根
川
倉
賀
野
河
津
六
万
駄
、　
日
中
昭

「
烏
川

・
利

根
川
の
水
運

（
下
ご

（「
群
馬
文
化
」
二
四
号
）
な
ど
が
知
ら
れ

第 2 表 読 棄 類 内 訳 表第 3 表 品 目 別 数 量 変 動 表

註 (1)第 1表 の務畳を要約 した。

年 明  和

量
| パ
ーセン ト 数

品 目

66 5は   す

干 ぴ ょ う

午

↓ヽ

つ

類

こんに ゃく

ね   ぎ

か  ら   し

ぜ ん ま い

き の  こ

な し・くり

い も の 茎

大   根

人    参

3682

1318

330 5

12

4

23 8

6

0 2

0 07

0 07

0 46

1 6

0 3

1

813

2900

95

12

3

6 5

2 3  1

0 8

0 09

0 02

0 05

0 01

0 9

0 54

0 02

0 07

0 3

7

1

123

39

3

10

54

4

20 5

92

14

59 5

5536 5  1

註 ( 1 )数 量はすべて固に換算 した。

( 2 )表 示以下の数字は切捨 とした。

( 3 )元 文 2年 ・年和 6明 「大福帳J (小 松原家文

書)に ょる。

て
い
る
。

（
２
）
腺
は
明
和
二
年

「
荷
主
方
之
冊
賃
積
り
書
持
参
」
に
よ
れ
ば
、
大

阪
糠

・
尾
州
線
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）
塩
は
少
し
時
代
が
下
る
が
、
天
明
四
年
「
河
岸
荷
物
往
来
井
増
駄

賃
願
諸
事
書
留
卜
に
よ
れ
ば
、
斉
田
塩

・
赤
穂
塩
が
多
か

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

（
４
）
荒
唇
英
次

「
九
十
九
里
浜
の
肪
魚
業
と
千
賜
」
（
地
方
史
研
究
協

議
会
編

『
日
本
産
業
史
大
系
　
関
東
地
方
篇
』
東
大
出
版
会
刊
）
。

（
５
）
南
関
東
武
蔵
野
農
村
で
は
農
民
が
馬
背
に
救
類
を
の
せ
て
江

戸

へ
出
売
し
、　
帰
り
に
糠

・
灰
々
一買

っ
て
一展
る
と
い
う
形
態
が
享

保
期
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
伊
藤
好

一
「
南
関
東
畑
作
地

常
に
お
け
る
近
世
の
商
品
流
通
」
∩
歴
史
学
研
究
」
二
一
九
号
》
。

（
６
）
古
河
河
岸
格
関
屋
は
正
徳
三
年
古
河
藩
に
よ
っ
て
設
置

さ

れ
、

維
新
ま
で
井
上
家

一
軒
の
み
で
管
掌
し
た
。

（
７
）
境
河
岸
の
河
岸
問
屋
は
二
軒
あ
り
、　
一
軒
じ
青
木
家
で
大

日
の

荷
物
を
、
他
の

一
軒
は
小
松
原
家
で
小
日
の
荷
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ

取
扱
つ
か

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　
古
河
河
岸
の
船
問
屋
と

境

河
岸
の
河
岸
間
屋
と
は
呼
び
名
が
異
な
る
が
、　
同
じ
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
各
品
目
の
数
量
は

単
位
に
統

一
が
な
く
、　
全
体
的
比
較
が
困
難

な
の
で
、　
舟
賃

・
日
銭

ｏ
そ
の
他
の
手
掛
り
か
ら

次
の
よ
う
に

固
単
位
に
換
算
し
た
。
　
一
駄
は
二
回
、
　
一
回
は

一
侯

・
一
番
な

ど
の
ご
と
く
で
あ
る
。　
だ
か
ら
、
　
数
量

・
比
率
の
比
較
は
相
対

的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

一- 48 -―一- 49 -一



(50)

（
９
）
元
文
二
年
度
と
璃
和
バ
年
度
と
の
比
較
は
季
節
的
に
ほ
ぼ
同

Ｆ
】

時
期
が
基
一挺
に
な
っ
て
算
出
し
て
あ
る
の
で
、　
大
き
な
誤
り
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

〓
一　
北
関
東
に
お
け
る
下
り
商
品
の
集
荷

江
戸
へ
輸
送
す
る
下
り
商
品
に
つ
い
て
、
元
文
二
年
度

・
明
和
六
年
度

の
境
河
岸
問
屋
小
松
原
家
に
集
荷
さ
れ
た
取
扱
い
商
品
の
出
荷
地

・
出
荷

人
の
分
析
か
ら
、
商
品
生
産
の
状
態
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ

で
商
品
の
出
荷
地
を
次
の
よ
う
な
基
準
の
も
と
に
、
近
接
地

。
中
間
地

・

遠
隔
地
と
い
う
三
地
域
に
わ
け
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
の
べ
て
お
こ
う
。

近
接
地
は
境
河
岸
か
ら
半
経
二
〇
キ
ロ
以
内
の
地
域
と
し
、
下
総
国
の

う
ち
猿
島
郡

・
結
城
郡
の
大
部
分
に
あ
た
る
。
出
荷
地
は
純
農
村
で
あ
り
、

境
河
岸
ま
で
徒
歩
で

一
両
国
に
往
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
近
接
地
域
内
か
ら
は
小
農
民
的
生
産
者
も
直
接
的
に
出
荷
で
き
る
地
域

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
間
地
は
近
接
地
以
遠
の
半
経
百
キ
ロ
以
内
の
地
域
と
し
、
北
関
東
の

だ
い
た
い
下
野
国

・
上
野
国

・
常
陸
国

・
下
総
国
に
あ
た
る
。
出
荷
地
は

都
市

。
在
町
で
、
純
農
村
か
ら
の
直
接
出
荷
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

境
河
岸
ま
で
の
往
復
は
数
日
を
要
す
る
は
ず
な
の
で
、
小
農
民
生
産
者
が

直
接
出
荷
す
る
可
能
性
は
す
く
な
い
。
出
荷
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
は
、
お

そ
ら
く
都
市

，
在
町

・
在
郷
の
高
人
で
あ
ろ
う
。

遠
隔
地
は
中
間
地
以
遠
の
奥
川
地
方
の
こ
と
で
、
都
市

・
在
町
か
ら
の

出
荷
し
か
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
地
域
か
ら
の
出
荷
は
境
河
岸
ま
で
の
往
復

が
数
十
日
か
か
る
こ
と
か
ら
ユ
て
、
小
農
民
生
産
者
の
直
接
出
荷
は
考
え

ら
れ
な
い
。
特
権
的
な
商
人
が
そ
の
出
荷
を
掌
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

付
　
商
品
の
出
荷
地

ま
ず
、
三
つ
の
出
荷
地
域
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
商
品
が
境
河
岸
に
集
荷

さ
れ
た
か
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
も
つ
と
も
、
元
文
二
年
度

・
明
和
六

年
度
の
商
品
の
出
荷
地
が
す
べ
て
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な（成
。
こ
の

た
め
、
各
地
域
に
お
け
る
出
荷
商
品
の
特
徴
は
大
要
を
推
測
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
そ
こ
で
、
繁
雑
を
さ
け
て
、
比
較
的
に
商
品
の
出
荷
量
が
多
量
に

わ
か
る
出
荷
地
を
、
三
地
域
ご
と
に
四
！
七
カ
所２
Ｆ
り
あ
げ
る
こ
と
に
し

た
。
第
四
表
は
元
文
二
年
度
、
第
五
長
は
明
和
六
年
度
の
、
そ
れ
ぞ
れ
高

品
出
荷
地

・
出
荷
商
品

・
数
量

・
出
荷
人
数

・
出
荷
回
数
な
ど
を
し
め
し

た
。元

文
二
年
度

近
接
地
と
し
て
は
栗
山

・
山
崎

・
平
塚

・
泉
日

・
迪
井

。
大
歩

・
長
須

の
七
カ
村
を
と
り
あ
げ
た
。
七
カ
村
の
出
荷
品
は
蓮
根

一
午
房

・
ぜ
ん
ま

い
・
米

・
大
豆

口
い
も

・
玉
子

・
茶

，
茶
花

・
た
ば
こ
・
く
り

・
か
や

・

紫
根

・
附
木

・
杉
板
の
一
五
品
あ
り
、
種
類
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
出
荷
品
は
農
産
物
が
大
部
分
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
農
産
物
の
う

ち
で
も
、
と
く
に
蓮
根
と
午
一房
が
大
量
に
み
ら
れ
、
近
接
地
に
お
け
る
代

表
的
な
出
荷
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
間
地
と
し
て
は
結
城

，
下
妻

・
栃
木

・
真
岡
の
四
都
市
を
と
り
あ
げ

た
。
四
都
市
の
出
荷
品
は
晒
木
綿

・
木
締

・
真
綿

・
綿

・
繰
綿

・
ネ
綿

・

糸

・
麻

・
麻
糸

・
大
物

・
古
手

・
米

・
大
友

・
大
豆

・
小
豆

・
午
房

・
蓮

根

。
大
根

・
ぜ
ん
ま
い
。
か
ら
し

・
玉
子

・
茶

・
茶
花

。
た
ば
こ
・
醤
油

渡

ふ
紺
　
津
洋
い
ｆ
幣
さ
島
選
酵
計
甜
郵
洲

(51)
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(53)
(52)

ぷ
卜
ぷ
　
Ａ】）
じ

備

・
油

・
蟻

・
銅
の

二
八
品
あ
り
、
多

種
類
に
お
よ
ん
で

い
る
。

響
（
申
）
に
湘
鞠
乱
一Ｓ
洋
帥
Ｓ
承
辞
再
津
古
重
ご

再
　
　
し
か
し
出
荷
品

（
Ｎ
）
高
蒋
さ
吊
誌
Ｗ
ヽ
母
ヨ
さ

・
部
罰
さ
軍
　

　

は
衣
料
関
係
品
、

当
書

・
軍
村
【
学
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
産
物
関
係
品
、

（
”
）
沖
料
Ｎ
や
「
沐
討
粛
共
夢
革
双
開
料
理
）
　

　

工
産
物
関
係
品
の

再
片
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
つ
に
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
衣
料
関
係
品
は
囚
都
市
と
も
関
東
木
綿

の
綿
作
地
お
よ
び
木
綿
集
散
地
に
と
く
ま
れ
て
い
る
が
、
元
文
二
年
度
す

で
に
自
給
生
産
の
範
囲
を
こ
え
て
、
江
戸
へ
供
給
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
尿
料
品

・
半
製
品

・
完
製
品
ま
で
あ
る
こ
と

か
ら
み
て
、
ご
く
端
初
的
な
段
階
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
中
間
地
の
出
荷
品
は
衣
料
関
係
品
と
と
も
に
、
農
産
物
関
係
品
が
い

ま
だ
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

遠
隔
地
と
し
て
は
福
島

・
争
ド

・
米
沢

・
最
（覚
の
四
都
市
を
と
り
あ
げ

た
。
出
荷
品
は
真
綿

・
木
綿

・
糸

・
絹

・
麻

・
太
織

・
強

・
漆

・
塗

・
紫

根

・
紅
花

・
火
縄

・
紙

・
銅

，
小
間
物

・
玉
子

・
ぜ
ん
ま
い
。
茶

・
も
ぐ

さ

・
柏
の
二
〇
品
と
多
種
類
で
あ
る
。
出
荷
品
に
は
農
産
物
関
係
品
が
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
工
産
物
関
係
品
の
加
工
原
料
品

・
完
製
品
が
中
心
を

」”任い競メ晩特ヵ、牽匁ぃ確韓っ姥よ．帥す牌蜘炒購声犯畳，判がっ最

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
和
六
年
度

元
文
二
年
度
の
第
四
表
と
比
較
し
な
が
ら
明
和
六
年
度
の
第
五
衰
を
み

る
と
、
出
荷
商
品
の
種
類
と
数
量
が
各
地
域
と
も
に
や
や
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
明
和
六
年
度
に
い
た
っ
て
各
地
域
の
出
荷
商
品
量
が
縮

少
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
元
文
二
年
度
か
ら
明
和
六
年
度
に

す

か
け
、
商
品
流
通
量
の
増
大
し
た
こ
と
を
す
で
に
の
べ
た
が
、
明
和
六
年

度
は
商
品
の
出
荷
地
不
明
量
が
上
わ
ま
わ
っ
て
増
加
し
た
結
果
な
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
蓮
根
に
い
た
っ
て
は
出
荷
地
の
判
明
す
る
量
が
元
文
二

年
度
の
八
九

・
三
％
か
ら
、
明
和
六
年
度
の
一
六

・
三
％
と
大
巾
に
低
下

≡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
元
文
二
年
度
か
ら

明
和
六
年
度
に
か
け
、
各
地
域
と
出
荷
商
品
と
の
間
に
お
け
る
変
動
に
つ

い
て
は
、
明
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
明
和
六
年
度
は

特
徴
だ
け
を
の
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

近
接
地
で
は
出
荷
商
品
が
七
カ
村
で
九
品
に
な
り
、
品
目
の
減
少
が
推

測
さ
れ
る
。
出
荷
品
は
農
産
物
が
大
部
分
で
、
そ
の
う
ち
午
房
が
多
畳
を

し
め
て
い
る
。
蓮
根
に
つ
い
て
は
出
荷
地
が
ほ
と
ん
ど
不
明
だ
が
、
市
字

・
屋
号
を
も
た
な
い
出
荷
人
ば
か
り
で
あ
り
、
元
文
二
年
度
に
近
接
地
か

ら
の
出
荷
が
多
か
っ
た
点
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
明
和
六
年
度

も
近
接
地
の
小
農
民
の
出
荷
が
多
大
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ

と
す
れ
ば
近
接
地
か
ら
の
出
荷
商
品
は
午
房
と
蓮
根
に
ま
す
ま
す
集
中
し

た
こ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
中
間
地
で
は
出
荷
商
品
の
種
類
も
、数
量
も
、と

も
に
減
少
の
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
。
だ
が
、
元
文
二
年
度
と
同
様
に
、

主
殻

・
雑
稜
類
の
農
産
物
関
係
品
と
衣
料
関
係
品
が
と
も
に
出
荷
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
―な
お
、
出
荷
商
品
と
し
て
油

第 5表  明 和6年 度地域別出荷商品表

同□救 地 域 1出荷晶目i同 数量 Fl人 数十同回数|
4人 |

1 1

]総書| :iタ
芋の くき1   3 ″

1363ラミ
4固
1 侠
322貨

栃

木

結

一房
参
も
茶

午
人
い

人1 66

1 〕1矢茶

麦
豆
子
瓢

油
油
糸
根

荏
水
麻
紫

長

井

戸

村

泉

田

5夕、
1

1
1

3
1

1

木 編
晒木締
古 着
小 支
酒
油
たばこ

床
庶
糸
|

9太
2固

7 ″

70准長
27ヌ(
2糧

1太

86固
82,(
48[]

1 8 ″
25や

劉 七

58雰
 |

4 0衣 |

7俵
2 〃

2 ″

1 4岡
3 ″
4 0本

1 0太
2 2博
1 4 ″

1回
5 ″

麗

沼

1人
1

1
1

1
3
1

D
2

1
1

類
が
登
場
す
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
。
遠
隔
地
で

は
会
津
の
塗

・
蟻
な
ど
の
特
産
地
商
品
と
、

福
島

・
三
春

・
仙
台
の
衣
料
関
係
品
が
み
ら

れ
る
。
出
荷
商
品
は
元
文
二
年
度
と
あ
ま
り

変
わ
り
な
い
が
、
相
対
的
に
減
退
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
元
文
二
年
度
か
ら
明
和
六
年
度
に

か
け
、
境
河
岸
に
集
荷
さ
れ
て
江
戸
へ
輸
送

さ
れ
た
下
り
商
品
は
、
お
も
に
、
近
接
地
農

村
の
午
房
・
蓮
根
を
中
心
と
す
る
読
実
類
、

中
間
地
都
市
の
主
殻

・
雑
穀
類
の
農
産
物
関

係
品
と
友
料
関
係
品
、
遠
隔
地
都
市
の
特
産

地
商
品
と
資
料
関
係
品
、
と
そ
の
特
徴
を
地

域
的
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
、

近
世
中
期
以
降
、
江
戸
向
の
野
菜
栽
培
地
は

江
戸
を
中
心
と
し
て
約
二
〇
キ
ロ
以
内
に
成

（
７
〕

立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

元
文

・
明
和
期
に
江
戸
よ
り
約
五
、
六
〇
キ

Ｐ
以
上
は
な
れ
た
北
関
東
農
村
に
も
江
戸
向

の
野
菜
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
し
か

も
、
発
展
の
勢
を
し
め
し
て
い
た
。
ま
た
、

関
東
木
綿
も
元
文
期
に
江
戸
へ
流
通
す
る
よ

（８
）

う
な
段
階
に
達
し
て
い
た
も
よ
う
が
知
ら
れ

〕る

。

1人

1
3

綿
花
子

木
紅
玉

三
春

39フミ
ツZ[]
8太

1 4 ″
9 ″

欣
木
み

塗
蝋
　
　
る

下
羽
く

会
‐

‐

津 ‐
〓
を

綿
　
物
花

，木
　
　
漆

真
　
太
紅

這
］
　

島

2 国

9太
60″

轡1萱 緯1 3?が
した。 (2)近 接地は村方,中 間地 ・遠隔地は都市 ・町方である。 (3)明 和

6年 「大福帳」(小松原家文書)よ り作成。
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第 6 表 地 域 別 出 荷 人 表

22_3

測

Ｎ
湘
　
｝障
車
ョ
量
一辞
脚
ュ
軍
剰
対 一

一　
出
荷
人
の
動
態

次
に
、
三
地
域
の
出
荷
人
に
つ
い
て
、
と
く
に
商
品
の
過
半
を
出
荷
す

る
近
接
地
に
重
点
を
お
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
各
地
域
に
お
け
る
出
荷
人
実
数
と
、
出
荷
品
別
に
集
計
し
た
出

荷
人
延
数
と
そ
の
比
率
を
第
六
表
に
し
め
し
た
。
史
料
の
都
合
か
ら
、
両

年
度
の
三
地
域
ご
と
に
と
り
あ
げ
た
出
荷
地
を
異
に
し
て
い
る
が
、
大
体

の
傾
向
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
文
二
年
度
に
く
ら
べ
、
明
和
六
年
度

の
出
荷
人
実
数
は
、
近
接
地
で
は
あ
ま
り
か
わ
り
な
い
が
、
中
間
地

・
遠

隔
地
で
は
大
的
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
明

和
六
年
度
に
お
け
る
中
間
地
出
荷
の
主
穀
・雑
穀
類
、
遠
隔
地
出
荷
の
漆
・

蛾
類
の
減
少
と
、
さ
ら
に
出
荷
地
不
明
の
商
品
増
大
が
不
明
出
荷
人
数
の

増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

さ
て
、
近
接
地
の
各
農
村
は
境
河
岸
ま
で
の
距
離
的
な
近
さ
か
ら
み
て
、

境
河
岸
以
外
の
河
岸
か
ら
出
荷
す
る
可
能
性
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
、
出
荷
人
の
出
荷
畳
は
そ
の
ま
ま
出
荷
人
の
経
営
規
模
の
大
小
を

あ
ら
わ
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
の
各
農
村
に
は
、

両
年
度
と
も
、
出
荷
人
が
二
、
三
〇
名
ぐ
ら
い
づ
つ
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
こ
の
外
に
、
不
明
分
に
入
れ
た
出
荷
人
も
あ
る
は
ず
な
の
で
、

各
農
村
に
お
け
る
出
荷
人
の
数
は
さ
ら
に
多
人
数
と
な
り
、
少
な
く
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
元
文
二
年
度
か
ら
明
和
六
年
度
に
か
け
、

出
荷
人
は
二
品
以
上
を
出
荷
す
る
も
の
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
り
、
出
荷

品
が
単

一
化
し
つ
つ
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
間
地

・
遠
隔
地
か
ら
の
出

荷
は
距
離
的
に
み
て
か
な
ら
ず
し
も
境
河
津
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
が
な
く
、

註(1)複 出荷人率とは2品 以上を出荷する出荷人率。

(2)元 文 2年 ・明和 6年 「大幅帳」(小松原家文書)。

，問
柵
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団
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(57)
(56)

他
の
北
関
東
諸
河
川
の
河
一岸
か
ら
も
江
戸
へ
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
境
河
岸
か
ら
の
出
荷
量
は
出
荷
人
に
と
っ
て

一

部
分
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
、
出
荷
人
の
経
営
規
模
の
大
小
を
あ
ら
わ
さ

な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
出
荷
量
の
夕
赳
上
位
二
品
に
限
っ
て
、
各
地
域
の
出
荷
量
高

別
に
よ
る
出
荷
人
居
を
し
め
し
た
第
七
表
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

近
接
地
の
各
農
村
を
み
る
と
、
元
文
二
年
度
に
は
大
量
に
出
荷
す
る
出

荷
人
が
少
数
、
少
量
し
か
出
荷
し
な
い
出
荷
人
が
多
数
み
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
明
和
六
年
唐
だ

な
る
と
、
比
較
的
大
量
に
出
荷
す
る
出
荷
人

が
増
加
し
、
少
量
の
荷
出
人
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
出
荷

人
を
具
体
的
に
み
る
た
め
、
元
文
二
年
度
に
つ
い
て
は
平
塚
村
、
明
和
六

年
度
に
つ
い
て
は
伏
木
村
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
荷
状
況
を
第
八
表

・
第
九
表
に
し
め
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
、
各
農
村
に
よ
っ
て
出
荷
商

品
が
単

一
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
し
か
し
、
出
荷

量

か
ら

み

て
、
各
出
荷
人
の
す
べ
て
が
高
人
で
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な

い
。と

く
に
、
少
量
の
出
荷
人
は
出
荷
回
数
も

一
回
な
い
し
二
回
に
す
ぎ
な

い
。
商
人
と
い
う
よ
り
は
小
農
民
的
生
産
者
で
、
自
家
消
費
分
の
余
剰
か
、

ご
く
小
規
模
の
商
品
生
産
物
を
出
荷
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。　
こ
れ
に
対

し
、
大
量
の
出
荷
人
は
出
荷
回
数
や
出
荷
量
の
多
量
な
こ
と
か
ら
み
て
、

も
は
や
国
家
生
産
物
の
出
荷
の
み
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
村
内
の
農
民

か
ら
生
産
物
を
買
集
め
、　
一
括
し
て
江
戸
へ
出
荷
す
る
在
郷
の
商
人
で
あ

っ
た
に
ち
か
い
な
い
。
こ
れ
ら
近
接
地
に
お
け
る
出
荷
人
は
苗
字
や
屋
号

を
も
た
な
い
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
小
規
模
な
出
荷
人
が

・０

‐２

‐２

６

一
Ｄ

３^

２

２

２

２

”〃

　

〃

　

〃

〃

″

〃

〃

″

″

前 1 晶

衛輸衛

右
郎
左

甚
七
小

中一　一中中中９‐．．２中”中中

Ｉ

Ｌ

ｌ
ｒ
ｌｌ

は
‐‐
‐‐
ｌｔ
け

ｈ

か
な
り
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
在
郊
の
商
人
に
よ
る
生
産
物
の
買
占
め

度
は
い
ま
だ
低
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
卓
越
し
た
出
荷
畳
を

も
つ
出
荷
人
の
存
在
は
、
在
郷
の
商
人
資
本
が
成
長
し
は
じ
め
た
こ
と
を

（
ｌＩ
）

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
元
文
二
年
度
か
ら
明
和
六
年

度
に
か
け
、
大
出
荷
人
、
単

一
な
生
産
物
の
大
量
出
荷
が
み
ら
れ
る
こ
と

は
、
近
接
地
農
村
に
お
け
る
商
品
生
産
の
広
汎
な
展
開
を
し
め
す
も
の
と

い
え
よ
う
。

中
間
地
で
は
結
城
町
を
と
り
あ
げ
て
出
荷
人
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

元
文
二
年
度
に
も
っ
と
も
多
量
に
出
荷
し
た
の
は
、
三
郎
兵
衛
で
あ
る
。

彼
の
出
荷
状
況
を
第

一
〇
表
に
し
め
し
た
。
三
郎
兵
衛
は
木
締
を
中
心
に

太
物
な
ど
の
衣
料
関
係
品
と
と
も
に
、
午
房
の
よ
う
な
農
産
物
ま
で
出
荷

し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
万
員
的
な
商
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
結
城
町
か
ら
は

ほ
か
に
三

一
名
の
出
荷
人
が
あ
り
、
屋
号

・
首
字
を
も
つ
も
の
，
も
た
な

い
も
の
、
複
数
の
商
品
を
出
荷
す
る
も
の
、
単

一
の
商
品
を
出
荷
す
る
も

の
、
な
ど
が
い
る
。
こ
れ
は
結
城
町
の
特
権
商
人
と
、
あ
ら
た
に
登
場
し

第 9 表 明 和 6 年 度 伏 木 村 出 荷 表

ぎ十宅菜再要享字手出荷口数高数量|~備
~壱~

1名

四   郎
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衛
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七

F弓

衛
衛
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衛

午  房

不 grl

1  451ラ証
220″
223″

86〃

76″

40″

1 7 ″

20″
1 6 ″
22″

5 ″

1 8 ″
8 ″
2回

3 ″

鰐駐比載
r夕【にと、モ、
1 6 : 1 1 1 2 9 - 2

(7:1:26--6

6 : 10: 26ヘャ6 : 12 1 20
6: 10: 18‐ 6: 12: 17
6: 10: 18⌒ャ6 : 12 121

6 i ll : 15- 6 : 11 1 29

6 : 11 : 29′トッ6 : 12 1 12

6 : 10 1 21- 6 3 12 : 21

6モ 10 :31ヘッ6 : 11 : 2
6: 10: 27--6 : 11 : 6

6:11:15ヘ ャ6: 11: 17
6 : 11 :  6、ラ6 : 11 : 15
6111: 12

6 : 11 : 30
6: 11 , 23
6 t 12: 12

7:  3: 20

衛
兵
兵

丘
（　
　
力
い　
　
　
　
　
　
　
　
丘
（

右
郎
治

は
一ド
ｗ
犠
隈
だ
卜
に
陪
ば
」
註( 1 )備 考のいも 6 1 1 0 , 2 7 - 3 4ほ 明和 6年 1 0月 2 7日いも 3 4俵 の出荷を

しめす。

( 2 )明 和 6年 「大幅帳J (小 松原家文書)よ り作成。

第 8 表 元 文 2 年 度 平 塚 村 出 荷 表

生 _ _ _賢J品
目
1花声f瞥丁 日～年 :手 百引

出荷回
封
同数量

半 兵  衛 1遵哀
~21~正
12～3t4151 30 1146固

第 1 0表  元 文 2年 度結城町

二郎兵街出荷表

年 : 月: 日 1 出
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十
数

5秋
4〃計木 ヤ鳥
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2:11,2

5
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物
締

〃
　
〃
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註( 1 )備 考の玉イー2 : 9 : 5 - 5と 元文 2年 9月 5日玉子 5回 の出荷を しめす。

( 2 )元 文2年 「大福帳J (小 松原家文書)よ り作成。
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(58)(59)

つ
つ
あ
る
新
興
の
商
人
と
が
混
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
和
六
年

度
に
な
る
と
、
出
荷
人
は
昼
号

・
苗
字
を
も
つ
も
の
が
大
部
分
と
な
り
、

事
業
的
商
人
へ
の
脱
度
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
出
荷

人
は
少
数
し
か
判
明
し
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
こ

の
よ
う
な
出
荷
人
の
状
況
は
中
間
地
の
他
の
都
市
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
わ
か
る
。

遠
隔
地
で
は
会
津
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
元
文
二
年
度
の
出
荷
人
は

中
村
喜
兵
衛
―
元
文
二
年
八
月

一
三
日
塗
荷

一
六
固
、
翌
三
年
二
月

一
五

日
漆
荷
二
八
固
―
以
下
九
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
屋
号

・
高
年
を
も
つ

出
荷
人
は
八
名
で
、
塗
荷

・
湊
荷

・
蟻
荷
を

一
回
な
い
し
二
回
ぐ
ら
い
出

荷
し
て
い
る
。
屋
号

・
苗
字
を
も
た
な
い
残
り
二
名
は

「く
る
み
」
を
そ

れ
ぞ
れ

一
駄
づ
つ
一
回
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
遠
隔
地

都
市
で
は
特
産
地
商
品
を
中
心
と
す
る
出
荷
と
考
え
あ
わ
せ
、
特
権
商
人

が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
和
六
年
度
も
や
は
り
同
様
な
状
況
を

し
め
し
て
い
る
。

元
文
二
年
度
か
ら
明
和
六
年
度
に
か
け
、
三
地
域
の
出
荷
人
に
つ
い
て
、

不
十
分
な
が
ら
の
べ
て
き
た
。
出
荷
人
は
近
接
地
の
在
郷
の
商
人
、
中
間

地
の
都
市
商
人
と
新
興
の
商
人
、
遠
隔
地
の
特
権
商
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主

力
を
な
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

元
文

・
明
和
期
に
、
江
戸
へ
輸
送
す
る
た
め
、
境
河
岸
に
集
荷
さ
れ
た

下
り
商
品
は
近
接
地
―
在
郷
の
商
人
―
読
葉
類
、
中
間
地
―
都
市
商
人
と

新
興
の
商
人
―
穀
類

・
衣
料
関
係
品
、
遠
隔
地
―
特
権
商
人
―
前
期
的
特

産
地
商
品
、
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
で
も
、
疏
菜
類

の
商
品
生
産
は
北
関
東
農
村
の
農
民
的
商
品
流
通
を
江
戸
に
む
サ
び
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
出
荷
地
の
判
明
す
る
出
荷
量
は
元
文
二
年
度
―
穀
類
七

一
・
三
％
、

豆
類
五

一
・
六
％
、
速
根
八
九

・
三
％
、
午
房
八
工
・
一
％
、
玉

子
工
①

・
五
％
、
茶
五

一
・
三
％
、
衣
料
品
八
二
・
二
％
、
明
和

六
年
度
―
穀
類
七
七

・
五
％
、
豆
類
八
五
・
六
％
、
楚
根

一
六
・

三
％
、
午
房
九
七

・
四
％
、
王
子
八
八
・
九
％
、
茶
五
九

・
三
％
、

衣
料
品
七
四
・
五
％
、
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）
出
荷
地
不
明
量
が
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、

出
荷
量
の
上
位
順
に
え
ら
ん
だ
。

（
３
）
青
木
虹
二

「
真
岡
木
綿
」
３
日
本
産
業
史
大
系
　
関
東
地
方
篇
』

東
大
出
版
会
刊
）
。

（
４
）
会
津
と
は
地
域
名
で
あ
っ
て
、
特
定
の
地
名
で
は
な
い
が
、
史
料

に
用
い
ら
れ
た
通
り
と
す
る
。
主
に
城
下
町
若
松
を
さ
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
５
）
最
上
屯
会
津
と
同
様
な
意
味
で
用
い
た
。
主
に
城
下
町
山
形
を
さ

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
圧
司
吉
之
助
ズ
ム
津
の
漆
と
蝋
」
、
松
本
侃

・
庄
司
吉
之
助

「
津
軽

塗
と
会
津
塗
」
、
伊
豆
田
忠
脱

「
青
芋
と
最
上
紅
花
」
、
中
村
吉
治

「
序
説
」
以
上

（『
日
本
産
業
史
大
系
　
東
北
地
方
篇
』
東
大
出
版

会
刊
〕
。

（
７
）
伊
藤
好

一
「
江
戸
近
郊
の
流
棄
裁
培
」
亀
日
本
産
業
史
大
系
　
関

東
地
方
篇
』
東
大
出
版
会
刊
）
。

（
８
）
林
玲
子

「
江
戸
木
綿
問
屋
仲
間
と
関
東
木
締
」
合
歴
史
学
研
究
」

二
七
四
号
）
。　
結
城

・
下
妻

・
真
岡

・
栃
木
は
、　
宝
永
二
年
の
大

伝
馬
町
組
の

「
町
内
記
録
写
」
に
関
東
木
綿
の
産
地
と
し
て
、
す

で
に
孝
あ

名
が
し
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

（
９
）
手
塚
良
徳

一
近
世
板
戸
河
津
の
研
究
」
∩
下
野
史
学
」
十
四
号
）
。

鬼
慈
川
恢
戸
河
津
は

‐南
奥
羽
と
下
野
北
部
を
後
背
地
」
と
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
１０
首
里
的
な
大
小
は
、　
一
人

一
回
平
均
出
荷
量
の
算
出
か
ら
判
断
し
た
。

（
１１
）
煎
水
増
夫

「
関
東
の
在
揮
商
人
」
令
歴
史
学
研
究
」
二
七
五
号
）
。

手
保

・
明
和
期
に
関
東
の
在
邦
商
人
の

一
般
的
成
立
を
の
べ
て
い

プ勾

。四

む

す

び

享
保

・
明
和
期
に
お
け
る
北
関
東
の
河
川
運
輸
に
も
と
ず
く
商
品
流
通

は
急
激
な
拡
大
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
北
関
東
農
村
へ
供
給

さ
れ
る
商
品
は
、安
永
三
年
古
河
河
岸
船
問
屋
の
「御
運
上
納
如
」
に
も
ど
向

瀬
船
適
々
江
戸
問
屋
方
在
々
荷
主
江
相
送
候
膜

・
干
賜
井
葛
飾

・
行
徳
辺

方
出
候
肥

・
灰
を
積
参
り
候
」
と
あ
る
が
、
金
肥
を
最
も
多
量
と
す
る
段

階
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
金
肥
の
う
ち
で
も
、
江
戸
か
ら
の
様
に
中
心
が

あ
っ
た
こ
と
を
み
た
。
金
肥
は
安
永
四
年

「船
荷
物
出
入

一
件
」
で

「吉

河
近
在
十
六
ケ
村
…
…
肥
灰
之
儀
行
徳
葛
西
よ
り
買
不
申
候
而
者
作
之
仕

付
不
相
成
候
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
関
東
農
村
の
農
業
生
産

と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
北

関
東
農
村
か
ら
江
戸
へ
供
給
す
る
商
品
は
、
蓮
根

・
午
房
を
中
心
と
す
る

読
棄
類
、
お
よ
び
衣
料
関
係
品
に
代
表
さ
れ
、
下
り
商
品
の
う
ち
で
も
ま

力
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
、
流
実
類
の
商
品
生
産
は
在
郊
の
商
人
を
輩

（
１
）

出
せ
し
め
た
ほ
ど
の
規
模
に
発
展
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
読
実
類
の

江
戸
供
給
量
は
、
本
来
、
領
工
的
輸
送
手
段
の
性
格
を
も
つ
河
川
運
輸
に

お
い
て
圧
倒
的
な
優
位
を
し
め
る
ほ
ど
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
北
関
東
農
村
の
動
向
に
触
発
さ
れ
、
安
永
四
年
古
河
河

岸
播
問
屋
が
、

「
近
辺
亦
者
六
七
里
四
方
へ
他
所
方
荷
物
附
参
候
而
石
町

二
而
売
払
中
候
得
者
、
右
之
代
金
之
内

二
而
榛

・
千
賜

。
大
物

・
醤
油

，

油

・
塩

・
或
者
塩
肴
不

二
至
迄
古
河
町

二
而
相
調
申
候
」
と
の
べ
て
い
る

よ
う
に
、
村
落
の
自
給
経
済
の
動
揺
す
ら
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
、
北
関
東
提
村
の
農
業
は
江
戸
の
流
実
類
に
対
す
る
需
要
と
む

す
び
つ
い
て
発
展
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
農
業
は
逆
に
江
戸
か
ら
供
給
さ
れ

る
全
肥
に
大
き
く
依
存
し
て
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
享
保

・
明
和
期
に
な
る
と
、
江
戸
と
北
関
東
農
村
を
つ
な
ぐ
経
済

的
サ
イ
ク
ル
、
「
江
戸
地
廻
り
経
済
」
の
端
初
的
段
階
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一証
（
１
）
古
島
敏
雄

「
商
品
流
通
の
発
展
と
領
主
経
済
」
翁
岩
波
志
座
日
本

歴
史
　
近
世
４
』
岩
波
書
店
刊
）
。
氏
は
流
葉
の
商
品
生
産
化
を
低

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
封
建
農
村
に
お
け
る
再
生
産
の

過
程
で
、
流
葉
が
初
発
的
な
商
品
生
産
と
し
て
導
入
さ
れ
た
意
表

を
認
め
た
い
。

附
記
　
本
稿
で
使
用
し
た
史
料
は
古
河
市
桜
町
の
井
上
延
太
郎
家
文
書

と
、
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
の
小
松
原
正
次
郎
家
文
書
で
あ
る
。
小
松
原

家
文
書
に
つ
い
て
は
前
田
喜
美
子
氏
の
筆
写
史
料
を
借
覧
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
ら
の
方
々
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
上
げ

た
い
。
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